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5年2組学級通信NO.15
H21.9.30
～稲刈りをしました～
先週の木曜日に稲刈りをしました。移動教室の準備などで、夏休みが明けてからはなかなか見に行くことができませんでした。あっという間に稲刈りの時期になったという感じです。
今回もいくつかみなさんの感想を紹介したいと思います。


・初めて稲刈りをした。かまでかるのだったけれど、かまでやっても稲は根強くふんばっていたので、なかなかやるのが大変だった。５かぶかって持ってみると、自分の手首よりも太くてなかなか持つのが大変だった。ひもでぐっとしばって棒にかけた。稲は穂がついていたのでけっこう重かった。かまは二本あったので、男子と女子で分かれて稲刈りをした。全員分をまとめて持つと、すごい重さになると思う。（○○さん）

・稲を植えてから５か月たって、あんなに大きくなると思っていませんでした。かまで稲を切るとき、くきが太かったから切ることが大変でした。稲を持ったら、稲を植える時と全然重さがちがっていてびっくりしました。田んぼの中にいたメダカを見たとき、田んぼに放流したのが２０匹ぐらいなのに、赤ちゃんメダカがいっぱいいて、大きくなっていたのがおどろきました。（○○くん）

・稲刈りのときかまを使ってお米をとりました。根元からかまを入れようとしても、たれさがっているお米や稲がじゃまで、なかなか根元に近づけて切れませんでした。だから、とてもむずかしかったです。５月のはじめに５ｃｍぐらいの小さな稲を自分の手で植えたのに、たったの５か月で手じゃなく「かま」という刃物で切られるぐらい大きくなることはすごいなと思いました。（○○さん）

・ぼくは「稲刈りはしたことがないから楽しみだな」と思いました。（中略）僕はやり方をあまり知らなかったので、いっしょにやっていた２班の○○君にやり方を教えてもらいました。ぼくは○○君に「ありがとう」とお礼を言ってやり始めました。思っていたよりも力が必要で一回グサッとさいたぐらいでは切れませんでした。でもやっていると、田植えのときと同じで切れた瞬間がすごく気持ちよかったです。（中略）ぼくは「稲刈りって思ったよりも力はいるし、田んぼで稲を育てている農家の人は大変なんだ」と思いました。（○○くん）

・稲刈りをして稲は不思議だと思いました。それは稲はたった５か月であんなに大きくなってしまうのだからです。ほかにも野生の稲だったころはどんなところで生きていて、どんな形だったのか、それとも人間によって品種改良でできたのかということが気になるようになったので、ひまな時に家のパソコンでけんさくしてみたいと思いました。（○○くん）
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　５月に田植えをした時にくらべて見ちがえるほど、大きく成長しましたね。くきの太さや土にしっかりと根付いている感じ、しばったときの重さ。どれも短い時間での変化を感じるには十分でしたね。





○○君のように稲刈りをしたときに、クラスの仲間に手伝ってもらったり、やり方を教えてもらったり人もいるはずです。米作りのことをあまり知らないみんなが、あの広さの田んぼを一人で稲刈りするのは大変ですね。しかし、みんなでやれば大変なこともあたがいに助け合いながらできるものです。そんなことをこの米作りで学んだ人もいるととても素晴らしいですね。





○○くんのように１つの学習をきっかけとして、何か新しい課題を見つけたり、自分で調べてみたいことがでてきたりすることは素晴らしいことですね。これこそ、学習の主権者であるみんなが自らの学びを立ち上げる第一歩なのかもしれません。自分が興味を持ったことを調べてマイノートに書いてくれたりするとうれしいです…

















稲刈りの写真②

















稲刈りの写真①





�








